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2024年 6月 19 日 

各位 
会 社 名 株式会社ジャパン・ティッシュエンジニアリング 
代表者氏名 代表取締役 社長執行役員 畠 賢 一 郎 

（コード番号：７７７４ 東証グロース） 
本店所在地 愛知県蒲郡市三谷北通 6 丁目 209 番地の 1 
問合せ先 執行役員 経営管理部長  村 井 博 昭 
電話番号 0 5 3 3 - 6 6 - 2 0 2 0 （ 代 表 ） 

 

支配株主等に関する事項について 

 
 当社の支配株主等に関する事項は、下記のとおりになりますので、お知らせいたします。 

 
記 
 

1. 親会社、支配株主（親会社を除く。）又はその他の関係会社の商号等 

名称 属性 
議決権所有割合（%）※ 発行する株券が上場され

ている金融商品取引所等 
直接所有分 合算対象分 計 

帝人株式会社 親会社 57.72 － 57.72 
株式会社東京証券取引所 

プライム市場 

※ 議決権所有割合は、2024 年 3 月 31日時点の状況を記載しております。 

 

2. 親会社等の企業グループにおける位置付けその他の親会社等との関係 

(1) 親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付け、親会社等やそのグループ企業と

の取引関係や人的・資本関係 

帝人株式会社は、当社の議決権を 57.72％所有する親会社及び主要株主である筆頭株主

であり、2024 年 6 月 19 日現在、2 名が当社取締役に就任しております。また、親会社及

びグループ企業から 2名を出向者として受け入れるとともに、当社から 4名が親会社及び

グループ企業へ出向しております。帝人株式会社と当社は、両社それぞれが現在及び将

来保有する製品・技術を活用した再生医療等製品分野並びに再生医療受託事業（CDMO 事

業）での業務提携を行うことで合意しております。 
 

（役員の兼務状況） 

役職 氏名 
親会社等又はそのグループ

企業での役職 
就任理由 

取締役 中野 貴之 

帝人株式会社 

ミッション・エグゼクティブ 

再生医療・埋込医療機器部門長  
 
帝人ナカシマメディカル株式会社  

取締役 
 
帝人メディカルテクノロジー株式会社   

取締役 
 
帝人リジェネット株式会社 

取締役 

グローバルな医薬品の研究開発
及びワクチン事業の運営に長年
携わってきた経験に加え、帝人
株式会社において経営企画及び
再生医療・埋込医療機器事業に
携わってきた経験・実績を当社
の経営に反映していただくため 
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取締役 東山 博次 

帝人株式会社 

新事業管理部長 
 
Teijin Lielsort Korea Co., Ltd. 

監査役 

帝人株式会社の国内及び海外拠点
で経営戦略に長年携わってきた経
験に加え、同社のヘルスケア新事
業の推進に携わってきた経験・実
績を、当社の経営に反映していた
だくため 

（注）当社の取締役 6名、監査役 3 名のうち、親会社等との兼任役員は当該 2 名です。 

親会社等又はそのグループ企業での役職は 2024年 6月 19日現在の状況を記載してお

ります。 

 

(2) 親会社等の企業グループに属することによる事業上の制約、リスク及びメリット、親会

社等やそのグループ企業との取引関係や人的・資本的関係などの面から受ける経営・事

業活動への影響等 

帝人株式会社は、「Quality of Life の向上」「社会と共に成長します」「社員と共に

成長します」という企業理念のもと、高機能素材、複合成形材料を中心に製品・ソリュ

ーションを提供するマテリアル領域と医薬品・在宅医療機器・サービス等を提供するヘ

ルスケア領域を中心として事業を行っています。 

また、帝人株式会社は、上場グループ会社について、上場を維持することの合理性を

定期的に点検するとともに、帝人グループとしての企業価値の最大化の観点から、各判

断の合理性及び上場グループ会社のガバナンス体制につき説明責任を果たしていく方針

を示しています。 

当社は、帝人株式会社による当社への資本参画のみならず、研究開発及び事業展開に

おいても強固な連携体制を構築することにより、両社の間において事業シナジーを発揮

し、当社がビジョンとして掲げる「再生医療をあたりまえの医療に」に向けて着実に前

進していくことを目的として、帝人株式会社と「資本業務提携契約」を締結しておりま

す。本契約の中で、事前承諾事項として、当社は、以下の事項を行い又は決定する場合

には、当該事項を行い又は当該決定を行う日の遅くとも 2週間前までに帝人に対し書面に

よる通知を行い、事前の書面による承諾を取得するものとしています。 

（ⅰ）子会社又は関連会社の異動 

（ⅱ）上場廃止基準に該当する若しくはそのおそれのある行為又は上場廃止の申請 

（ⅲ）第三者との間での本業務提携に類似する業務提携（合弁会社の設立及びライセ

ンスの付与を含む） 

（ⅳ）組織変更、合併、株式交換、会社分割、事業の全部若しくは一部の譲渡又は譲

受その他これらに準ずる行為 

なお、当社は帝人株式会社と緊密な協力関係を保ちながら事業展開する方針でありま

すが、帝人株式会社との役割の棲分けがなされております。また、取締役の就任状況は、

当社の適切な経営判断を妨げるほどのものではなく、一定の独立性が確保されていると

認識しております。 
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3. 支配株主等との取引に関する事項 (自 2023年 4 月 1 日 至 2024 年 3 月 31 日) 

種類 
会社等の
名称又は
氏名 

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％) 

関連当事者
との関係 

取引の内容 
取引金額 
(千円) 

科目 
期末残高 
(千円) 

親会社 
帝人株式
会社 

(被所有) 
直接 
57.72 

当社への開
発委託 
業務提携 
役員の兼任 
2名 

受託開発収入 
（注）1 

325,763 売掛金 23,386 

出向者給与の受取 
（注）2 

17,509 立替金 815 

被出向者給与の支払 
（注）2 

5,834 

未払金 7,527 

通信料の支払 
（注）1 

41,436 

ブランド使用料の支払 
（注）1 

5,619 

設備譲受高 
（注）1 

7,891 

（注）1 市場価格を勘案し相互協議に基づき決定しております。 

 2 出向元法人の給与相当額に基づき決定しております。 

 

4. 支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

当社は、親会社等の企業グループとの取引等を行う際は、少数株主の利益を害することの

ないよう、法令や社内規定に基づき当該取引の必要性や一般的な取引条件と同等であること

等を確認した上で、合理的に判断しています。支配株主を有する上場会社として、コーポレ

ートガバナンス・コードに則り、少数株主の利益保護の観点から、より一層の体制強化に取

り組んでいます。 
当社は、コーポレートガバナンス・コード補充原則 4-8③に基づき、コーポレート・ガバナ

ンスの強化及び経営の透明性の確保、並びに少数株主の利益保護及び株主の公正性・公平性

の担保に資することを目的に、独立社外取締役を 3 分の 1 以上（2 名）確保しています。また、

2022 年 7 月から、独立社外取締役を含む独立性を有する者で構成する特別委員会を設置して

います。委員は、独立社外取締役正井俊之、独立社外取締役北島康雄、社外監査役加藤孝浩、

社外監査役小川薫の 4 名で、委員長は独立社外取締役正井俊之が務めます。 

 

以上 

 


